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一般会計（歳入） 104億9,182万4千円
町税の内訳 令和３年度
町民税 4億7,719万円
固定資産税 7億6,987万円
軽自動車税 6,590万円
たばこ税 1億1,779万円

一般会計当初予算の推移（単位：億円）

町債（借金）と基金（貯金）の状況

町債（借金）

基金（貯金）

123億 6,888 万円
町民 1人あたり　84 万 2,394 円

60 億 5,619 万円
町民 1人あたり　41 万 2,462 円

（令和２年度末）
令和 3年 3月末人口　1万 4,683 人

町税
14億3,077万円
13.6％

使用料及び手数料
1億1,790万円
1.1％

寄附金
5億152万円
4.8％

繰入金
９億604万円
8.6％

その他
3億1,084万円
3.0％

地方消費税交付金
2億8,800万円
2.7％地方交付税

37億円
35.3％

国庫支出金
11億3,437万円
10.8％

県支出金
9億6,131万円
9.2％

町債
10億1,290万円
9.7％

その他
1億2,818万円
1.1％

歳入

自主財源
32億6,707万円

31.1％

依存財源
72億2,476万円 68.9％

120

110

100

90

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

92億

106億

100億

105億

112億

121億

104億



3

令
和
3
年
度　
当
初
予
算

一般会計（歳出）

目的別

104億9,182万4千円

◎各項目について、表示単位未満を端数処理しているため、合計が合致しない場合があります。

・報酬………………………………………………………………………4,081 万円
（議員14名分の報酬）

・議員期末手当……………………………………………………………1,329 万円
（６月と 12月に支払われる議員 14名分の期末手当）

・議員共済組合負担金……………………………………………………1,388 万円
（地方議会議員旧年金制度に伴う負担金）

・費用弁償…………………………………………………………………… 39万円
（議会・委員会等に出席する際に支払われる交通費）

・普通旅費………………………………………………………………… 300万円
（議員研修に係る旅費）

・議長交際費………………………………………………………………… 10万円
（議会を代表し対外的な活動や折衝などを行うための経費）

・印刷製本費……………………………………………………………… 107万円
（議会だより印刷のための経費）

・議会インターネット映像配信機材保守・運用サポート委託料……… 88万円
（議会ネット中継をするための業務委託料）

・会議録検索システムリース料…………………………………………… 79万円
（肝付町ホームページの中で、議事録を見られるようにしているため）

・マイクロバス借上料……………………………………………………… 40万円
（議員研修時使用するマイクロバスの借上料）　

・県議長会負担金………………………………………………………… 141万円
（鹿児島県町村議会への負担金）

・郡議長会負担金…………………………………………………………… 23万円
（肝属郡４町で構成された会への負担金）

議
会
費
の
主
な
も
の

議会費 9,630万円 0.9％

総務費
21億3,960万円

20.4％

民生費
31億4,862万円

30.0％

衛生費
8億4,870万円

8.1％

農林水産業費
8億9,541万円

8.5％

商工費
2億1,285万円

2.0％

土木費
7億7,114万円

7.3％

消防費
4億4,285万円

4.2％

教育費
7億9,468万円

7.6％

公債費
11億2,657万円

10.7％

歳出

予備費 1,000万円 0.1％
災害復旧費
511万円 0.0％
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　本委員会に付託された事件は、審査の結果次のとおり決定したので、会議規則　第 77条の規
定により報告します。

事件の番号 件　　　　名 審　査　の　結　果

議案第 12号 令和３年度肝付町一般会計予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 13号 令和３年度肝付町特別会計
国民健康保険事業勘定予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 14号 令和３年度肝付町特別会計
後期高齢者医療費事業勘定予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 15号 令和３年度肝付町特別会計
介護保険事業費保険事業勘定予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 16号 令和３年度肝付町特別会計
介護保険事業費介護サービス事業勘定予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 17号 令和３年度肝付町水道事業会計予算 原案の通り可決すべきものと決定

議案第 18号 令和３年度肝付町立病院事業会計予算 原案の通り可決すべきものと決定

 【　審査の経過及び内容　】
　令和３年３月定例議会初日に於いて、本委員会に付託された令和３年度肝付町一般会計予算及び

特別会計予算４件、企業会計予算２件について、審査の結果を次のとおり報告する。

審査日時　　　令和３年３月８日（月）、９日（火）、10 日（水）、11 日（木）
審査場所　　　肝付町議会　本会議場
出席委員　　　13 名

　肝付町議会予算審査特別委員会において、令和３年度の一般会計予算、特別会計予算、企業会計
予算の順序で審査を行った。
　各会計の予算額（案）は次の表のとおりである。

令和３年度予算（案）

会　計　名
予　算　額 比　　較

令和３年度 令和２年度 増減額 伸び率
一  般  会  計 10,491,824 12,165,810  ▲ 1,673,986 ▲ 13.8

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 費 2,090,911 2,054,175  36,736 1.8
後 期 高 齢 者 医 療 費 266,088 266,448 ▲ 360 ▲ 0.1
介 護 保 険 事 業 費 2,853,080 2,665,214 187,866 7.0
介 護 サ ー ビ ス 事 業 費 10,783 9,491 1, 292 13.6

水 道 事 業 会 計 534,259 541,907 ▲ 7,648 ▲ 1.4
病 院 事 業 会 計 825,466 713,314 112,152 15.7

計 17,072,411 18,416,359 ▲ 1,343,948 ▲ 7.3

（ 単位 : 千円、％ ）

予算審査報告書



　特別委員会における採決は、3 月 19 日に行った。

　議案第 12 号、令和 3 年度一般会計予算案から議案第 18 号までの 4 特別会計及び 2 企業会計の質

疑、討論、採決が行われ、全ての会計において可決すべきものとした。

　今回審査した 7 つの会計予算案の総額は別表のとおりである。

　一般会計予算は、総額 10,491,824 千円で前年度比  1,673,986 千円の減額となっている。

　また、令和 3 年度一般会計、特別会計、企業会計の予算総額は 17,072,411 千円で前年度比

1,343,948 千円の減額となっている。

　予算執行にあたっては、予算計上の目的に沿った効率的な執行により、最大限の効果が上がるよ

う強く要望するものである。

【　審査意見　】
●�令和 3 年度一般会計予算は、前年度比 13.8% の減額となっており、その要因として説明では、

事業の縮減と荒瀬ダムの完成等や財源不足となっている。各事業が縮減される中で特徴として
「義務的経費が 2.7% 増の 49 億 7,992 万」となっている。

●イベント関係予算の効果等を検証し、来年度予算に反映すべきではないか。

●�義務費予算は、増加しているが地域住民の要求に対して影響はないのか。また、地域住民の要
求は計画的に進められているのか検証すべきである。

●��宇宙のまちづくり推進事業費が約 5 千万円計上されており、その実効性に疑問が呈された。事
業効果等について検証すべきである。

●�指定管理施設については、今後も多額な予算計上が見込まれる。人口の減少等も進む中、今後
の施設のあり方も検討すべきである。

●予算書の説明書に費用対効果等も記載すべきではないか。

●�集落支援員の予算については、ここ数年有明地区の支援員が確保できておらず執行残となって
いる。人材確保がなかなか難しいと思われるが努力されたい。

●�今年度も執行部から提出された当初予算を含む各種資料に誤記載が複数の課においてみられ資
料の差し替えが行われた。町民の福祉の向上のため担当課が検討し精査の上、総務課長、副町長、
町長が確認後、提出したものである。昨年も指摘したにもかかわらず、このような事態は事務
作業の正確さに疑問符が付くものである。町長も陳謝されたが、これでは当初予算に対する熱
意にも疑いが出てくる。以後このようなことがないよう要請する。

●�特別会計では、町立病院へ一般会計から多額の繰入金が行われている。町立病院は、地域医療
の必要性から健全運営に向けて議論も進めるべきである。

●�コロナ禍で国の借金も 1,200 兆円とも言われる中、各種事業の補助金等への影響も予想される。
自主財源の少ない中で各種事業の取り組みについては一層の行政評価を行い、予算執行につい
ても十分な検討が必要と考える。議決された予算が実効性ある予算であることを期待する。
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イ
※1
ンバウンド等観光環境整備事業（オ

※2
ルレコース整備）150万円

Ｑ．�韓国からのインバウンド対策とあるが、コースはどこに計画されていて、いつできる予
定なのか？

Ａ．�内之浦地区に計画されていて、６月以降に整備計画をし、九州観光推進機構に認定して
もらえるようにしたい。

Ｑ．コースを利用する時の利用料はかかるのか？
　　�オルレコースの認定を受けると、毎年ライセンス料として約 100 万円を韓国の済州市

に支払わなければいけないのではないか？

Ａ．コースの利用料は無料です。ライセンス料については確認します。
※1　訪日外国人観光客
※2　民家の路地などを身近に感じ、自分なりにゆっくり楽しみながら歩くコース

まちなか再生支援事業（新富地区再生）1,050 万円
Ｑ．�令和２年度から東京大学及び九州経済研究所と対

象地区の分析をし、行動計画の策定を行った。令
和３年度においては地域内に新規事業を促すとあ
るが、新規事業とはどういったものか？

Ａ．�具体的に何をというものは今はない。箱ものでは
なく、住民の意見を聞いてソフト事業を行う予定
である。

温泉施設入浴利用料助成事業　392万円
Ｑ．�65 歳以上の方に一回 100 円の割引で年 50 回、障がい者の方に一回 500 円の割引で年

10 回の町内温泉施設の入浴料の助成を行うとあるが、回数券を配るのか？
　　�内之浦地区の人はコスモピア内之浦が休館している中、温泉施設に行けない高齢者はど

うするのか？障がい者はもっと行けないのではないか？福祉の向上は平等であるべきで
はないか。何か手立てはないのか？

Ａ．対象者の方には回数券を配布します。内之浦地区の方については、検討したいと思います。

65 歳以上はり・きゅう施術扶助事業
はり・きゅう施術の際１回 500円分の補助を行う（年 24回）

12,000 円分
Ｑ．低所得者においては、施術料が高いので頻繁に行けない。
　　�24 回分の補助券をほとんど使えずにいる人の為にも、１回 500 円分と指定しないで、

12,000 円分を自由に使えるようにできないか？

Ａ．検討してみます。

予算委員会での?? ＡＡ＆＆ＱＱ
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指定管理料 2,500 万円
Ｑ．�契約期間中、売り上げに変動があれば、指定管理

料も変わるか？

Ａ．契約期間中５年間は、一律 2,500 万円です。

集落支援員　364万 3千円
Ｑ．有明地区の集落支援員は３年決まらないが、その計画は？

Ａ．地元と協議しながら進めていく。

地籍調査事業費　6,263 万円
Ｑ．地籍調査計画 1.83 ㎢である。少しでも多くできないか？

Ａ．国 1/2、県 1/4 の補助で行っている。計画面積分である。

Ｑ．本年度はどの地域か？

Ａ．荒瀬、本城（上・中・下）、安野、大窪

道路橋りょう維持事業　6,544 万円　内 1,023 万円
振興会における道路清掃や道路施設にかかる竹木等の伐採等の環境整備補助金

Ｑ．振興会より離れた所に位置する竹木等、伐採、何か補助はできないか？

Ａ．基本的にできません。個人の所有物であり難しい。
　　�道路に支障があり、地主が遠方で帰郷が難しい等、個人からの申し出があれば考えられ

ることもある。

宇宙科学まちづくり会議　900万円
Ｑ．予算の使途は？

Ａ．使途については手元に資料は持っている。

地域情報化事業費　5,436 万 3千円
Ｑ．ブロードサービス契約者目標 2,400 件が、令和２年９月末現在で 2,588 件とあるが？

Ａ．令和３年１月末現在で 2,653 件になっています。

ふるさと回帰支援センター負担金　5万円
Ｑ．今こそセンターの活用が大事であるが、具体的な取り組みは？

Ａ．�移住希望相談が今後オンラインイベントでもされるので、そちらも参加、移住の情報冊
子も作ったので、活用したい。

イベント予算
Ｑ．費用対効果の明記はできないか？

Ａ．�明記します。
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総合支所省エネ設備導入工事請負契約の締結　契約金額１億 5,620 万円

　　　　　　　契約の相手方
　　　　　　　鹿児島県鹿屋市永野田町
　　　　　　　株式会社　九電工　鹿屋営業所
　　　　　　　所長　萩原　和朗

第
１
回 

臨
時
議
会　
審
議
内
容

第１回　肝付町臨時議会

令和 2 年度 肝付町一般会計補正予算（第12号）

・コロナ関連対策事業費
　（ワクチンクーポン券準備業務、システム改修等）

・叶岳施設委託料

進藤議員　反対討論　
　コロナ禍で町内の事業所等も事業を継続させようと必死に取り組んでいる。その様な中、
撤退を宣言し、営業もしていないのに新型コロナの影響による不可抗力発生が起因でとい
う理由づけに納得できない。また、町から 1,370 万円、国の補助金約 1,000 万円の助成を
受けている。さらに補填をすることに疑問を感じる。

𠮷

原

田

中

進

藤

宮

後

坂

口

前

田

有

留

中

原
柳
富

永

恒

吉

田
布
尾

木

村

益

山

◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ × 〇 × 〇 ◯ ◯ －

・国民宿舎委託料

243万円

76万円

577万円

※�議長（益山議員）については
表決権なし

1,001万円追加

可決
賛成 10名

反対 3名

可決
賛成 13名

反対 0名
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第
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審
議
内
容

第１回　肝付町定例会
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

住所　肝付町南方	 氏名　中西美紀子
期間　令和 3 年 7 月 1 日から令和 6 年 6 月 30 日まで

教育委員会教育長の任命

住所　東京都中野区	 氏名　上久保　秀樹
期間　令和 3 年 4 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日まで

令和 2 年度 肝付町一般会計補正予算（第13号）

●歳入
　・寄附金 　・財政調整基金繰入金

●歳出
　・減債基金積立金 　・ふるさと納税費

　・�国民健康保険事業特別会計へ繰出金 　・やぶさめの里総合公園管理費

肝付町特別会計国民健康保険事業費事業勘定補正予算（第 4号）
　1 億 6,976 万円追加し、総額 22 億 5,963 万円

肝付町特別会計後期高齢者医療費事業勘定補正予算（第 3号）
　426 万円減額し、総額 2 億 6,491 万円

肝付町特別会計介護保険事業費保険事業勘定補正予算（第 3号）
　1 億 1,445 万円追加し、総額 28 億 4,803 万円

肝付町課設置条例の一部改正
　ICT 推進室をデジタル推進課に改める。
総務課へ広報に関する業務を移行する。

6億1,908万円を減額し、総額 138億5,089万円

△3億4,966万円

2,640万円

1,767万円

△2億4,515万円

△3億5,000万円

△2,306万円

適任
賛成 13名

反対 0名

同意
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名
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第
１
回 

定
例
会　
審
議
内
容

肝付町固定資産評価審査委員会条例等の一部改正
　町の条例を根拠として押印を求めていた手続について一括で条例を改正し、
令和 3 年 4 月 1 日から押印を廃止する。

肝付町子ども医療費の助成に関する条例の一部改正
　0 ～ 15 歳までの医療費助成を 0 ～ 18 歳までとする。

肝付町学校給食センター等の設置及び管理に関する条例等の一部改正
　岸良学園の設立にあたり、関係条例に義務教育学校を
追記する。

肝付町国民健康保険条例の一部改正
　新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法律の施行に伴い、
新型コロナウイルス感染症の定義部分が改正されたため。

市町村建設計画（新まちづくり計画）の変更
　平成から令和に年号が替わったことによる年号の変更と、合併特例債の 5 年
延長により計画の変更。

令和 3年度肝付町一般会計予算
　歳入歳出 総額　104 億 9,182 万円

令和 3年度 特別会計国民健康保険事業費事業勘定予算
　歳入歳出 総額　20 億 9,091 万円

令和 3年度 特別会計後期高齢者医療費事業勘定予算
　歳入歳出 総額　2 億 6,608 万円

令和 3年度 特別会計介護保険事業費保険事業勘定予算
　歳入歳出 総額　28 億 5,308 万円

令和 3年度 特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘定予算
　歳入歳出 総額　1,078 万円

令和 3年度 肝付町水道事業会計予算
　歳入歳出 総額　5 億 3,425 万円

令和 3年度 肝付町立病院事業会計予算

　歳入歳出 総額　8 億 2,546 万円

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名
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第
１
回 

定
例
会　
審
議
内
容

肝付町介護保険条例の一部改正
　・令和 3年度から令和 5年度までの保険料

第1段階 世帯全員が住民税非課税世帯（合計所得金額+課税年金収入≦ 80万円）
4万 3,200 円（2万 5,920 円）※ ⬅ 3万 9,000 円

第 2段階 世帯全員が住民税非課税世帯（合計所得金額+課税年金収入≦ 120万円）
6万 4,800 円（4万 3,200 円）※ ⬅ 5万 8,500 円

第 3段階 世帯全員が住民税非課税世帯（第 1・第 2段階以外）
6万 4,800 円　（6万 480円）※ ⬅ 5万 8,500 円

第 4段階 本人が住民税非課税（公的年金収入+合計所得金額≦ 80万円）
7万 7,760 円 ⬅ 7万 200円

第 5段階 本人が住民税非課税（第 4段階以外）
8万 6,400 円 ⬅ 7万 8,000 円

第 6段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が、基準所得金額（120万円）未満
10万 3,680 円 ⬅ 9万 3,600 円

第 7段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が、基準所得金額（210万円）未満
11万 2,320 円 ⬅ 10万 1,400 円

第 8段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が、基準所得金額（320万円）未満
12万 9,600 円 ⬅ 11万 7,000 円

第 9段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が、基準所得金額（320万円）以上
14万 6,880 円 ⬅ 13万 2,600 円

※公的負担により軽減された後の保険料

◎総務・文教委員会
　・消防行政について

　・公用車の管理について

　・法令等に定められた手当の正当性について

　・課の設置数と業務内容について

◎産業・福祉委員会
　・温泉施設の調査

　・中山川整備（浚渫）について

◎議会広報委員会
　・議会広報作成に関する調査

◎議会運営委員会
　・本会議の会議日程等議会の運営に関する事項

◎新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
　・新型コロナウイルス感染症対策に関する調査について

各委員会の閉会中の継続調査
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ネ
ッ
ト
中
継YouTubeで「肝付町議会」を見てみよう!

　　視聴者の皆様の声を
『肝付町議会事務局』へお寄せください。

YouTubeチャンネル
肝付町議会事務局

YouTubeをタップする! 虫めがねをタップする!

マイクをタップする!
もしくは、「肝付町議会」と入力!

マイクに向かって
「肝付町議会」と言うだけ!

←

YouTube

認識しています…YouTubeを検索
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宮後　竜一  議員

・ほ場整備の推進は
・町水道への加入促進を

P.14☆第1回定例回　中日①

木村　實馬  議員

・ふるさと納税の確保策は

P.16☆第1回定例回　中日②

柳　一夫  議員

・温泉施設への内之浦地区送迎は
・養殖魚ハダムシ対策研究の成果は

P.18☆第1回定例回　中日③

☆YouTube『肝付町議会』第1回定例会　中日①〜④でご視聴できます。

進藤　鈴子  議員

・城山を整備し眺望と避難の場所に
・天体望遠鏡の利用率を高めるべき

P.15☆第1回定例回　中日①

富永　洋一  議員

・減額予算の中地域要望は可能か
・宇宙科学の町づくりに影響は？

P.17☆第1回定例回　中日②

有留　智哉  議員

・4/2 以降の新生児応援特別給付金は
・市民救命士のいる事業所認定へ

P.19☆第1回定例回　中日④

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めること。
　掲載内容については、それぞれの質問者がまとめ、議会広報委員会が編集したものです。

66 人が問う人が問う

一
般
質
問
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一
般
質
問宮

後 

竜
一  
議
員

問　

内
之
浦
地
区
ほ
場

整
備
の
必
要
性
に
つ
い

て
質
問
し
、
町
長
も
以

前
か
ら
考
え
て
い
た
と

賛
同
い
た
だ
き
、
ほ
場

整
備
を
語
る
会
も
開
か

れ
た
。
様
々
な
意
見
は

あ
る
が
理
解
は
得
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
一
歩
も
進
ん
で

い
な
い
。
町
に
、
ほ
場

整
備
推
進
員
を
配
置
し

て
は
い
か
が
か
。

答　

受
益
関
係
者
の
話

し
合
い
に
よ
る
合
意
形

成
が
一
番
。
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
一
ヶ
所
で
も

実
施
で
き
れ
ば
。

問　

そ
う
な
る
と
年

数
が
か
か
る
、
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
な
の

で
、
一
年
だ
け
で
も
推

進
員
を
町
に
配
置
で
き

な
い
か
。

答　

耕
地
係
の
職
員
が

い
る
。
高
山
地
区
と
並

行
し
て
推
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
。ま
ず
は
一
ヶ

所
重
点
的
に
で
き
る

体
制
は
整
え
て
い
き
た

い
。

問　

町
水
道
事
業
も

年
々
給
水
戸
数
が
減
っ

て
き
て
い
る
。
町
に
は

町
水
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
集
落
が
19
あ
る
。

集
落
水
道
は
ボ
ー
リ
ン

グ
や
沢
か
ら
直
接
引

く
な
ど
し
て
水
を
確
保

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

設
備
も
古
く
な
り
い
ざ

大
き
な
故
障
等
が
で
れ

ば
、
長
期
間
水
が
使
え

な
い
状
況
が
予
想
さ
れ

る
。
そ
の
様
な
集
落
も

後
々
、
町
水
道
の
整
備

を
考
え
て
お
ら
れ
る
と

思
う
。
一
方
で
町
水
も

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

町
水
以
外
の
水
だ
け

を
利
用
さ
れ
て
い
る
家

も
あ
る
。
命
を
守
る
大

切
な
水
で
あ
る
。
ま
ず

は
そ
の
様
な
未
加
入
の

方
々
に
町
水
へ
の
加
入

を
促
す
べ
き
で
は
。

答　

集
落
水
道
の
維
持

に
は
、
肝
付
町
集
落
水

道
維
持
管
理
補
助
金
の

制
度
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
今
後
水
道

会
計
の
健
全
な
経
営
を

続
け
て
い
く
上
で
、
町

水
道
の
利
点
も
伝
え
な

が
ら
町
水
へ
の
切
替
え

も
周
知
し
て
い
く
事
も

重
要
で
あ
る
が
、
加
入

時
の
負
担
金
や
水
道
料

金
が
生
じ
る
の
で
、
町

民
の
方
の
選
択
に
任
せ

る
。

問　

肝
付
町
の
移
住
定

住
促
進
に
、
若
者
定
住

促
進
住
宅
の
整
備
が
計

画
さ
れ
て
い
た
が
。

答　

今
し
ば
ら
く
状
況

を
見
極
め
検
討
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

問　

こ
の
事
業
を
進

め
た
い
時
は
議
会
に
何

回
も
説
明
さ
れ
て
き
た

が
。

答　

議
会
で
も
賛
否
両

論
。
そ
の
意
見
を
踏
ま

え
て
も
う
一
回
再
考
し

た
い
。

ほ
場
整
備
の
推
進
は

町
水
道
へ
の
加
入
促
進
を

町
長
…
突
破
口
と
し
て
一
ヶ
所
を

町
長
…
町
民
の
選
択
に
任
せ
る

町
水
の
利
点
…

水
道
水
の
安
全
性
、

停
電
時
の
安
定
供

給
、移
動
水
ポ
ン
プ
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
要

な
ど

未整備地区

◎
自
分
た
ち
が
言
っ

た
こ
と
を
変
更
し
た

以
上
議
会
に
も
説
明

す
る
責
任
が
あ
る
。
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一
般
質
問 進

藤 

鈴
子  

議
員

問　

か
つ
て
眺
望
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
弓
張
城

付
近
の
伐
採
等
は
で
き

な
い
か
。

答　

整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
や
ぶ
さ
め
祭
の
時

期
に
一
回
、
台
風
後
の

倒
木
等
が
あ
れ
ば
、
そ

の
都
度
整
備
し
て
い

る
。

問　

神
社
関
係
者
が

遊
歩
道
の
整
備
や
入
り

口
付
近
の
伐
採
を
し
て

き
た
。
高
齢
化
で
体
力

の
限
界
を
訴
え
、
全
体

的
に
城
山
の
整
備
を
行

政
に
お
任
せ
し
た
い
と

言
っ
て
い
る
が
。

答　

神
社
用
地
で
あ
れ

ば
町
側
と
し
て
手
を
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

問　

神
社
用
地
内
の
竹

等
や
弓
張
城
付
近
の
伐

採
を
、
町
が
主
体
で
や

る
こ
と
に
異
存
は
な
い

と
神
社
側
は
言
っ
て
い

る
。

答　

神
社
の
方
に
相
談

し
て
可
能
か
も
し
れ
な

い
が
、
相
当
範
囲
に
広

が
る
の
で
厳
し
い
。

問　

南
側
丘
の
展
望
台

も
眺
望
で
き
る
状
態
で

は
な
い
。
手
す
り
も
、

ぐ
ら
つ
き
立
入
禁
止
の

表
示
が
必
要
で
あ
る
。

答　

十
分
な
保
守
点
検

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

状
況
を
確
認
し
て
改
修

し
、
管
理
し
て
い
き
た

い
。

問　

城
山
は
、
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
の
大
津
波

に
対
す
る
避
難
場
所
と

し
て
も
最
適
な
位
置
に

あ
る
。
防
災
や
危
機
管

理
を
含
め
重
要
性
は
計

り
知
れ
な
い
。

答　

以
前
は
、
町
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
弓
張
城
が

あ
っ
た
愛
着
の
場
所
で

も
あ
る
。
今
後
も
遊
歩

道
を
含
め
て
管
理
は
し

て
い
く
。

問　

楠※

隼
一
貫
校
の
共

学
及
び
全
寮
制
廃
止
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

が
実
施
さ
れ
現
状
維
持

の
希
望
者
が
60
％
で
あ

る
。
こ
れ
に
同
意
す
る

地
元
住
民
の
気
持
を
理

解
し
、
現
状
維
持
の
意

向
を
知
事
に
お
示
し
願

い
た
い
。

答　

知
事
も
地
元
と
も

十
分
協
議
し
た
い
と
発

信
し
て
い
る
。
私
自
身

も
い
ろ
ん
な
意
見
を
聞

い
て
知
事
に
お
話
を
し

た
い
。

問　

楠
隼
校
の
天
文
研

究
会
に
天
体
望
遠
鏡
を

使
用
さ
せ
、
他
の
利
用

者
な
ど
に
貢
献
さ
せ
る

こ
と
や
青
少
年
レ
ベ
ル

の
「
宇
宙
学
講
座
」
の

開
設
な
ど
も
考
え
ら
れ

る
が
。

答　

星
空
観
察
会
等
を

企
画
し
小
中
学
生
を
中

心
に
星
へ
の
興
味
や
関

心
を
広
げ
た
い
。
企
画

段
階
か
ら
各
学
校
の
意

見
も
取
り
入
れ
、
そ
の

上
で
参
加
し
た
学
校
の

生
徒
間
の
交
流
や
利
用

の
向
上
に
結
び
つ
け
た

い
。

城
山
を
整
備
し
眺
望
と
避
難
の
場
所
に

天
体
望
遠
鏡
の
利
用
率
を
高
め
る
べ
き

町
長
…
展
望
所
の
伐
採
は
厳
し
い
と
考
え
る

町
長
…
観
察
会
を
企
画
し
関
心
を
広
げ
る

※�

県
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
実
施

昭和42年頃　展望所から

銀河アリーナ　天体望遠鏡
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一
般
質
問木

村 

實
馬  
議
員

問　

ふ
る
さ
と
納
税

は
ふ
る
さ
と
や
応
援
し

た
い
自
治
体
に
寄
付
で

き
る
制
度
で
あ
る
。
財

源
の
厳
し
い
自
治
体
は

貴
重
な
自
主
財
源
に
な

る
。
大
崎
町
は
20
年
度

50
億
円
見
込
む
と
報
道

で
あ
っ
た
。
他
の
自
治

体
と
違
っ
た
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
町
長
の
見
解
は
。

答　

鹿
児
島
県
は
昨
年

度
全
国
で
２
番
目
に
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
額

が
多
い
。
県
で
自
治
体

に
よ
っ
て
伸
ば
し
て
い

る
所
、
伸
び
悩
ん
で
い

る
所
の
差
が
出
て
き
て

い
る
。
先
進
自
治
体
と

の
差
を
痛
感
す
る
。

問　

本
町
の
取
り
組

み
を
原
点
に
立
ち
返
っ

て
考
え
て
み
た
い
。
返

礼
品
の
品
揃
え
を
含
め

本
町
の
特
色
を
出
し
た

情
報
発
信
が
で
き
て
い

る
か
。
大
崎
町
の
返
礼

品
の
中
心
は
鰻
と
牛
肉

で
あ
る
が
、
本
町
と
の

違
い
は
返
礼
品
業
者
と

協
力
体
制
の
構
築
の
差

が
大
き
い
の
で
は
な
い

か
。
本
町
は
６
次
産
業

進
化
の
た
め
異
業
種
交

流
会
を
毎
年
開
催
し
て

い
る
が
、
特
産
品
開
発

を
進
め
る
貴
重
な
場
に

商
工
会
な
ど
を
中
心
と

し
た
農
商
工
連
携
の
取

組
み
が
弱
い
。
大
崎
町

は
官
民
連
携
で
特
産
品

振
興
事
業
協
同
組
合
を

立
ち
上
げ
取
り
組
ん
で

い
る
。

答　

議
員
ご
提
案
ど
お

り
事
業
者
・
生
産
者
同

士
、
商
工
会
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
団
体
と
連

携
は
必
要
不
可
欠
で
、

他
自
治
体
を
参
考
に
取

組
ん
で
い
く
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の

町
内
効
果
は
財
源
効
果

だ
け
で
な
く
、
返
礼
事

業
者
等
に
対
す
る
経
済

効
果
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
単
純
に

寄
付
額
の
３
割
が
返
礼

品
と
捉
え
た
時
、
大
崎

町
の
例
で
は
15
億
円
程

が
経
済
効
果
に
繋
が
り

町
民
の
協
力
体
制
意
欲

は
一
層
強
力
に
な
る
。

本
町
も
学
ぶ
べ
き
と
考

え
る
。

答　

関
係
者
が
一
堂
に

会
し
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
現
況
と
今
後
の
打

開
策
に
つ
い
て
議
論
す

る
場
を
設
け
オ
ー
ル
き

も
つ
き
で
協
力
体
制
の

確
立
を
進
め
る
。

問　

本
町
は
応
援
し
て

も
ら
う
要
素
に
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
取
組
ん
で
い
る
。
相

乗
効
果
を
だ
す
た
め

情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し

て
使
え
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

本
町
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

や
ス
ペ
ー
ス
サ
イ
エ
ン

ス
タ
ウ
ン
構
想
な
ど
、

本
町
の
町
づ
く
り
の
想

い
を
全
国
に
発
信
し
選

ん
で
い
た
だ
け
る
地
域

と
し
て
寄
付
者
に
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

取
組
ん
で
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
確
保
策
は

町
長
…
オ
ー
ル
き
も
つ
き
で
進
め
る

ふるさと納税の返礼品
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一
般
質
問 富

永 

洋
一  

議
員

問　

減
額
予
算
の
中

で
、
地
域
住
民
の
要
望

等
、
計
画
的
に
進
め
ら

れ
る
か
。

答　

要
望
に
つ
い
て
は

担
当
部
署
で
検
討
す

る
。

　

農
道
、
通
学
路
に
つ

い
て
も
計
画
的
に
実
施

し
て
い
る
。

問　

波
見
地
区
の
通
学

路
の
舗
装
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　

農
道
と
し
て
の

利
用
も
あ
り
、
ト
ラ
ク

タ
ー
や
い
ろ
ん
な
車
が

走
る
の
で
簡
易
な
こ
と

で
は
な
い
が
優
先
順
位

を
つ
け
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は

順
次
整
備
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

国
の
財
政
事
情

か
ら
各
事
業
へ
の
補
助

金
も
厳
し
く
な
る
の
で

は
。

答　

私
も
そ
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
。

問　

各
種
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
財
源
の
確

保
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答　

自
治
体
は
、
地

方
交
付
税
で
成
り
立
っ

て
お
り
合
併
特
例
債
も

算
定
が
終
り
、
そ
れ
ら

を
見
据
え
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
。

問　

宇
宙
科
学
の
町
づ

く
り
に
必
要
な
施
設
と

し
て
平
成
29
年
～
30
年

に
９
千
万
の
改
修
工
事

が
な
さ
れ
た
が
今
後
の

町
づ
く
り
に
影
響
は
な

い
の
か
。

答　

全
く
影
響
が
な

い
と
は
言
え
な
い
。
コ

ス
モ
ピ
ア
以
外
を
利
用

す
る
こ
と
で
緩
和
で
き

る
。

問　

コ
ス
モ
ピ
ア
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
た

た
き
台
（
資
料
）
は
当

局
で
作
る
の
か
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
状
況

を
検
討
す
る
う
え
で
提

供
す
る
。

問　

委
員
会
で
、
施
設

の
必
要
、
不
必
要
の
結

論
を
出
す
の
か
。

答　

提
言
書
と
し
て
の

結
論
を
い
た
だ
く
と
思

う
。

問　

温
泉
ド
ー
ム
訴
訟

の
弁
護
士
費
用
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
話
し
合

い
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

　

令
和
２
年
度３

３
０
万

　

令
和
３
年
度４

４
０
万

答　

我
々
も
訴
訟
に
持

ち
込
む
こ
と
は
避
け
た

か
っ
た
。

　

今
回
は
そ
う
い
う
と

こ
ろ
ま
で
至
ら
な
か
っ

た
。

問　

指
定
管
理
、
取
り

消
し
に
つ
い
て
は
、
全

て
解
決
し
た
と
き
説
明

責
任
を
果
た
す
の
か
。

答　

整
理
が
つ
い
た
段

階
で
議
会
に
報
告
す

る
。

減
額
予
算
の
中
地
域
要
望
は
可
能
か

宇
宙
科
学
の
町
づ
く
り
に
影
響
は
？

町
長
…
優
先
順
位
を
つ
け
計
画
的
に
進
め
る

町
長
…
な
い
と
は
言
え
な
い

◎
各
種
事
業
の
費
用

対
効
果
の
評
価
で
財

源
の
確
保
を
！

◎
休
館
に
よ
る
、
コ
ス

モ
ピ
ア
設
置
目
的
の
福

祉
向
上
と
、
観
光
振
興

へ
の
影
響
は
！

休館中のコスモピア内之浦
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柳
　 

一
夫  
議
員

問　

温
泉
ド
ー
ム
の
熱

源
材
料
の
薪
、
㎥
単
価

は
、
日
量
使
用
量
、
月

の
使
用
価
格
は
。

答　

㎥
当
り
５
５
０

円
、
夏
冬
は
若
干
違
う

が
３
㎥
～
５
㎥
使
用
、

一
月
当
り
使
用
価
格
約

６
万
１
０
０
０
円
程
。

問　

民
間
で
伐
採
し
た

木
が
あ
る
場
合
収
集
に

行
く
か
。

答　

ど
う
い
っ
た
状
況

の
薪
で
あ
る
か
聞
い
て

判
断
す
る
。

問　

冬
場
冷
え
る
、
湯

温
が
下
が
り
ボ
イ
ラ
ー

は
フ
ル
稼
働
で
、
ガ
ス

を
多
量
に
使
う
の
で
は
。

一
日
の
使
用
量
は
、
一

月
当
り
の
使
用
価
格
は
。

答　

日
量
約
１
・
６
㎥
、

一
月
当
り
46
㎥
、
使

用
価
格
は
月
約
１
万 

１
７
０
０
円
で
す
。

問　

薪
ボ
イ
ラ
ー
、
ガ

ス
ボ
イ
ラ
ー
は
一
体
化

し
て
い
て
ガ
ス
を
使
う

の
で
は
。

答　

基
本
的
に
ガ
ス
ボ

イ
ラ
ー
は
手
動
で
も
動

か
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

問　

予
算
議
決
後
、
食

堂
、や
ぶ
さ
め
館
使
用
は
。

答　

協
定
締
結
後
は
利

用
で
き
る
が
準
備
の
関

係
で
若
干
ず
れ
込
む
の

で
は
。

問　

や
ぶ
さ
め
館
会
議

室
、
２
階
の
廊
下
付
近

の
雨
漏
り
が
あ
っ
た
。

そ
の
修
理
は
ど
う
な
っ

た
か
。

答　

元
年
度
の
事
業
で

修
繕
改
修
を
行
っ
た
。

問　

入
浴
利
用
助
成
が

あ
り
、
福
祉
増
進
が
期

待
さ
れ
る
が
、
コ
ス
モ

ピ
ア
が
休
館
中
で
あ
り

内
之
浦
地
区
の
方
々
は

移
動
手
段
が
な
い
。
こ

の
送
迎
を
含
め
て
入
浴

補
助
の
思
い
は
。

答　

65
才
以
上
の
高
齢

者
と
障
が
い
者
を
対
象

に
町
内
施
設
利
用
者
の

増
と
健
康
増
進
が
見
込

ま
れ
る
。
内
之
浦
地
区

は
ど
う
い
う
方
法
を
取

れ
ば
い
い
か
検
討
し
て

い
く
。

問　

作
物
の
生
育
が
難

し
い
。
生
育
を
促
す
た

め
、
ど
の
よ
う
な
作
付

を
さ
れ
る
か
。

答　

肥
料
設
計
や
総
合

防
除
へ
の
取
組
な
ど
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
進
め

て
き
た
。
引
続
き
企
業
、

県
、
大
学
等
と
連
携
を

強
め
栽
培
技
術
の
確

立
、
増
収
に
向
け
て
栽

培
実
施
を
続
け
た
い
。

問　

天
敵
使
用
の
効
果

は
。

答　

害
虫
被
害
の
抑
制

効
果
を
検
証
、
農
薬
散

布
に
係
る
作
業
労
力
や

コ
ス
ト
軽
減
の
点
で
効

果
が
あ
っ
た
の
で
は
。

問　

カ
ン
ゾ
ウ
を
使
っ

た
養
殖
魚
等
の
ハ
ダ
ム

シ
対
策
研
究
の
成
果

は
。

答　

カ
ン
ゾ
ウ
根
粉
末

を
添
加
し
た
飼
料
を
投

与
し
た
。
カ
ン
パ
チ
試

験
区
の
ハ
ダ
ム
シ
の
寄

生
抑
制
効
果
が
表
れ

優
位
な
成
果
が
出
て
い

る
。

温
泉
施
設
へ
の
内
之
浦
地
区
送
迎
は

養
殖
魚
ハ
ダ
ム
シ
対
策
研
究
の
成
果
は

町
長
…
検
討
し
て
い
く

町
長
…
成
果
は
出
て
い
る

◎
カ
ン
ゾ
ウ
に
つ
い
て

一
般
質
問

カンゾウほ場
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有
留 

智
哉  

議
員

問　

現
在
本
町
で
は
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
に
新
た
な
命
が
誕

生
す
る
。
次
世
代
を
担

う
子
供
た
ち
の
出
生
を

祝
福
し
、
そ
の
健
や
か

な
成
長
を
願
う
と
と
も

に
、
出
産
給
付
金
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

出
産
や
育
児
に
要
す
る

経
費
の
経
済
的
支
援
を

行
い
、
児
童
福
祉
の
向

上
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ

る
こ
と
で
、
定
住
促
進

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

と
私
は
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

４
月
２
日
以
降
の
出

生
児
に
つ
い
て
、
新
生

児
応
援
特
別
給
付
金
を

給
付
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答　

今
後
も
引
き
続
き

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
財

源
に
来
年
度
も
続
け
て

い
け
な
い
か
。

答　

当
然
俎
上
に
上
っ

て
く
る
と
い
う
ふ
う
に

は
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
中
で
の
一
つ
の
事
業

と
し
て
の
取
組
と
し
て

は
可
能
性
は
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
は
思
う
。

問　

Ａ※
１

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し

て
い
る
施
設
数
は
。　

答　

町
の
施
設
全
体
で

51
個
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

安
心
し
て
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
町
内

の
施
設
で
、
市
民
救
命

士
や
市※
２

民
救
命
士
が
い

る
事
業
所
を
増
や
し
て

い
く
べ
き
で
は
。

答　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
あ
る
と

こ
ろ
で
は
講
習
を
受

け
、
そ
し
て
ま
た
市
民

救
命
士
の
い
る
事
業
所

に
該
当
す
る
事
業
所
等

に
つ
い
て
は
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
な
っ
て
い
く

よ
う
に
、
努
力
は
し
て

い
き
た
い
。

問　

委
員
会
は
開
か
れ

て
い
る
の
か
。

答　

Ｈ
28
年
度
に
行

政
改
革
大
綱
策
定
の
た

め
、
３
回
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
後
は
、行
っ

て
い
な
い
。

問　

町
長
の
諮
問
機
関

で
あ
る
が
、
決
算
委
員

会
の
報
告
書
等
を
協
議

し
た
り
、
行
政
改
革
大

綱
の
推
進
状
況
を
報
告

し
、
意
見
を
求
め
た
り

と
、
活
用
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

答　

委
員
会
を
推
進
す

る
推
進
本
部
が
あ
り
、

大
綱
に
基
づ
い
て
各
課

含
め
て
定
期
的
に
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
行
革

大
綱
の
結
果
は
委
員
会

の
方
に
返
さ
な
い
と
い

け
な
い
、
意
見
も
聞
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
ふ
る
さ
と
納
税

　
　
以
降
の
新
生
児
応
援
特
別
給
付
金
は

市
民
救
命
士
の
い
る
事
業
所
認
定
へ

町
長
…
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

町
長
…
努
力
は
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

一
般
質
問

◎
行※
３

政
改
革
委
員
会
の

定
期
開
催
を

※
１　

Ａ
Ｅ
Ｄ

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器

※
２　

�

市
民
救
命
士
の
い
る

事
業
所

　

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合

の
制
度
で
、
普
通
救
命
講
習
・

上
級
救
命
講
習
受
講
者
が
３

名
以
上
い
る
事
業
所
に
対
し

て
、
市
民
救
命
士
の
い
る
事

業
所
と
し
て
認
定
す
る
。

※
３　

行
政
改
革
委
員
会

　

複
雑
で
多
様
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
よ
り
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率

的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、

事
務
事
業
や
行
政
組
織
の
見

直
し
な
ど
を
行
う
委
員
会
。

4
2
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委
員
会
報
告

調査を実施した項目
高山中学校体育館大規模改修工事について　
公共施設の管理状況について　

調査を実施した日時
令和３年２月４日

委員会調査報告
1. 高山中学校体育館大規模改修工事について　

　施工者の説明によると問題なく順調に進んでいるとのことであった。体育館
本体は、ほぼ完成し屋外施設のトイレと舗装が残されていた。野鳥等の侵入に
ついて対策が必要である。

２. 勤労青少年ホーム
①�　室内については、良く整理されているが一階大広間の換気がされておらず、

避難施設でもあることからカビ等が発生しないよう管理に努めるべきである。
②�　屋外については、以前社会福祉協議会が使用していた部屋の外周が放置状

態で管理されていない。側溝の清掃についても注意を払うべきである。
③�　建物の通路に公用車のやぶさめ号が車庫替わりとして駐車している。管理

上必要と考えるが災害時等十分注意を払うべきである。
④�　以前社会福祉協議会が使用していた部屋に空調設備の屋外機３台が残され

たままになっているので有効活用するべきである。
⑤�　施設周辺の未舗装道路の検討が必要ではないか。

所管事務調査報告書所管事務調査報告書
総務・文教委員会

勤労青少年ホーム町民集会所
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委
員
会
報
告 ３. 基幹集落センター岸良会館・岸良地区公民館

①�　室内は良く整理されている。正面入口の鉄筋の腐食と室内の壁が一部剥が
れている。財政状況を見て補修の予算計上も必要と考える。

②�　災害避難用の段ボールベッドが結露している壁の横に保管されている。災
害時に使用できないことがないよ
うに。また、他施設に保管されてい
るベッドについても注意すべき。

③�　屋外の草刈りについては、年一回
実施されているとのことだが民家
も近くにあり実施回数については、
検討すべきではないか。なお、借地
は利用状況等を考え返納の検討も
必要ではないか。

・消防操法施設
全体的にフェンスの周りが管理されていない。施設が整備されて期間も短いが
葛が巻き付きフェンスの一部が倒れている。調査時は、一部除草もしてあった
が無人の施設であり定期的に見回りを行い管理に努めるべき。

・二股川キャンプ場
建物については、確実に施錠されてい
た。

・公衆トイレ（ロケット発射場前）
洋式トイレに比べ和式トイレの汚れ
が目立つ。

（まとめ）
　建物内については、良く整理されているが排水溝等の軽微な清掃等は職員でで
きるものについては行うべきである。
　委託している施設については、定期的な見回りも必要と考える。
　公共施設のあり方が問われている今日、本町の財政状況を踏まえ、施設の維持
管理費の予算については、前年に沿っての予算ではなく、十分な行政評価を行い
管理運営に努めるべきである。

岸良地区公民館

二股川キャンプ場
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委
員
会
報
告

１．調査事件　サツマイモ基
もと

腐
くされ

病
びょう

による被害状況について

２．調査の経過　　
　平成 30 年に沖縄、鹿児島、宮崎の各県において、サツマイモ基腐病が確認され、
大隅地域においても被害の広がりをみせる。令和 2 年 9 月に農林水産省等より現
地調査及び意見交換会が行われる。
　本町においても被害が確認され、この状況を重く捉え本委員会で被害状況を調
査することとした。

３．調査の内容
（１）サツマイモ基腐病について
　サツマイモ基腐病の原因である基腐病菌は、糸

し

状
じょう

菌
きん

（カビ）の一種である。生
育温度は適温が 28 ～ 30℃、ヒルガオ科のサツマイモに寄生する。
　症状は、茎葉部が黄色や紫色に変色し、次第に萎

しお

れ株元と地面の境の茎が黒く
変色する。茎葉が繫茂する時期には、茎が黒から黒褐色に変色し地上部が枯死する。
イモのなり口側も黒く変色し、スポンジ状に腐敗するといった症状が特徴である。
（２）現地調査
　令和 2 年 10 月 16 日、農業振興課・JA きもつき職員立会いの下、２か所の畑
の現状の調査を行う。
　１か所目は、焼酎用とでん粉用のサツマイモ、品種名コガネセンガンの作付け
であり、腐れがあるイモを取り除きながら袋詰め作業中であり、収穫は昨年比５
割程度しかない状況であった。
　２か所目は、高台にあるほ
場で同じ作付けであり、基腐
病の発生は１か所目より少な
かったが、分別作業が大変で
ある様子がうかがえた。両方
の畑も、土壌消毒をおこなっ
ているが、症状が減らない状
況であった。

所管事務調査報告書所管事務調査報告書
産業・福祉委員会
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委
員
会
報
告 （３）本町における被害状況の推移

 

４．委員会の意見
　農業経営の維持と継続、基腐病の影響による経済的損失を軽減する目的で、使
用済みマルチ処分にかかる費用として助成金 700 万円を令和２年第４回定例会で
議決した。基腐病の予防対策や発病時の進行抑制対策、解決策を国県と協議し早
急に見出すことを期待する。
　町としては、ほ場・種苗の消毒や排水等の管理を指導し、病害に対する生産者
の意識高揚を図り、また、畜産農家と連携した輪作体系、被害の甚大なほ場にお
ける作物転換への指導、効果薬剤への上乗せ支援等を考え、県や対策プロジェク
トチームと連携を密にし、指導助言していくべきである。

0

100

200

300

でん粉用 焼酎用 青果用

0 00被害の発生程度 甚

030被害の発生程度 多

0 36 8被害の発生程度 中

108被害の発生程度 少 049
178 0被害の発生程度 無 18

令和元年度の

栽培面積 (ha)

0

100

200

300

でん粉用 焼酎用 青果用

360被害の発生程度 甚

0 16被害の発生程度 多 11
0 23被害の発生程度 中 14
45 11 7被害の発生程度 少

92 23 0被害の発生程度 微

138 0 0被害の発生程度 無

令和２年度の

栽培面積 (ha)

　サツマイモの栽培面積は令和元年度のでん粉用 286ha、焼酎用 88ha、青果用 26ha。
　令和２年度はでん粉用 275ha、焼酎用 79ha、青果用 35ha となっており、令和元年度
と令和２年度の被害状況を比べると、でん粉用では発生程度は低いものの、10％程の被
害発生の増、焼酎用では、両年度とも 100％の被害の発生ではあるが、被害の発生程度
が高い方に推移している。青果用では令和元年度 31％の発生から令和２年度は 100％の
発生となり、被害の発生状況もひどくなっていることがうかがえる。
　被害金額は、令和元年度、でん粉用 1,560 万円、焼酎用 3,180 万円、青果用 500 万円、
合計 5,240 万円。令和２年度、でん粉用 1,050 万円、焼酎用 3,770 万円、青果用 2,530 万円、
合計 7,350 万円となり、被害金額の合計は 2,110 万円増えている。
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３
月
に
招
集
さ
れ
る
定
例
議
会
は
、
新
年
度
予
算
を
審

議
す
る
た
め
予
算
議
会
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
予
算
は
、
町
民
の
生
活
に
直
結
す
る
も
の
で
、
一
年

間
の
町
の
行
く
柄
を
示
す
町
長
の
考
え
方
を
表
明
す
る
、

町
民
の
道
標し
る
べの
様
な
も
の
で
す
。

　

町
民
の
道
標
と
な
る
当
初
予
算
の
審
議
は
３
月
８
日
か

ら
11
日
ま
で
の
４
日
間
、
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計

ま
で
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
細
部
に
わ
た
り
審

議
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
対
前
年
よ
り
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た

が
、
事
業
の
完
成
や
見
直
し
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

同
じ
頃
、
テ
レ
ビ
等
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
の
生
々

し
い
映
像
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
決
し
て
忘
れ
て
は

い
け
な
い
未
曽
有
の
災
害
を
教
訓
に
、
尊
い
命
を
災
害
か

ら
未
然
に
守
る
た
め
に
、
防
災
予
算
の
充
実
と
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　

桜
の
花
も
満
開
の
今
日
、
卒
業
・
入
学
と
希
望
に
満
ち

た
門
出
の
春
の
訪
れ
に
、
町
民
の
生
活
が
、
希
望
に
満
ち

た
福
祉
向
上
の
実
効
性
あ
る
予
算
の
執
行
を
期
待
す
る
。
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稔
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後
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説明もよかった。色々あって、修正動議は残念な
がら取り下げた。でも、議員活動として、称賛。
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